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研究成果の概要（和文）：古典型グラスマン多様体の同変K理論のシューベルト類に対して，行列式，パッフィ
アンとして表す公式を得た．GP関数に関して，set-valued decomposition tableaux と呼ばれる組合せ論的対象
を導入し，構造定数の予想を立て，ピエリ規則を証明した．K理論的Peterson同型を証明した．極大等方グラス
マン多様体の量子同変コホモロジー環において  factorial Q-, P-関数がシューベルト類を代表することを示し
た．直交極大グラスマン多様体の同変ピエリ公式を証明した．成瀬宏はKirillovと共同で古典型旗多様体の同変
K理論のシューベルト類と同一視される関数族を導入した．

研究成果の概要（英文）：We obtained determinant and Pfaffian(sum) formulae for the Schubert classes 
in the equivariant K-theory of classical type A,B, and C Grassmannians (with Hudson, Matsumura, 
Naruse). Related to the GP functions which are identified with the Schubert classes of maximal 
orthogonal Grassmannians, we introduced a combinatorial notion called set-valued decomposition 
tableaux, and gave a conjecture on the structure constant, and gave a proof for special case called 
Piari case (with Cho, Nakasuji). We formulated K-theoretic Peterson isomorphism and proved it (with 
Iwao, Maeno). In the equivariant quantum cohomology ring, we proved the factorial P- and 
Q-funsctions represent the Schubert classes (with Mihalcea, Naruse). For the maximal orthogonal 
Grassmannian, we proved the Pieri rule in the equivariant cohomology (with Cho). Naruse joint with 
Kirillov introduced a family of functions that are identified with Schubert classes in the 
equivariant K-theory of the classical flag variety. 

研究分野：代数学，組合せ論

キーワード： K理論　シューベルト類　グラスマン多様体

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
等方グラスマン多様体の種々のコホモロジー理論において，シューベルト類の具体的な記述を与えた．特に同変
K理論，同変コホモロジー，量子同変コホモロジーなどである．特に，行列式，パッフィアン公式は数10年来の
懸案を解決した．構造定数に関してひとつの予想を立てた．これは組合せ論に新しい概念の導入を含む．その予
想に対して，部分的，肯定的解決を与えた．また，K理論における量子・アフィン対応を証明した．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 一般旗多様体の同変 K理論において，シューベルト基底に関する構造定数を決定する問題は
グラスマン多様体を除いてほとんど解かれていなかった． 
 
２．研究の目的 
 同変 K理論的シューベルト構造定数の決定のため，シューベルト多項式の理論を展開し，問
題に迫る．それと関連して新たな組合せ的対象も見出し，それを探求する． 
 
３．研究の方法 
 特殊多項式論を展開し，それと関連する組合せ論を深めて問題に迫る． 
 
４．研究成果 
 古典型グラスマン多様体の同変 K理論のシューベルト類に対して，行列式，パッフィアンと
して表す公式を得た．GP関数に関して，set-valued decomposition tableaux と呼ばれる組合
せ論的対象を導入し，構造定数の予想を立て，ピエリ規則を証明した．K理論的 Peterson 同型
を証明した．極大等方グラスマン多様体の量子同変コホモロジー環において  factorial Q-, P-
関数がシューベルト類を代表することを示した．直交極大グラスマン多様体の同変ピエリ公式
を証明した．成瀬宏は Kirillov と共同で古典型旗多様体の同変 K理論のシューベルト類と同一
視される関数族を導入した． 
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